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日本一般臨床医矯正研究会 
2025 年 例会 

 

メインテーマ：予防矯正（その６） 
 

2 0 2 5 年 １ １ 月 ９ 日 （ 日 ） 
※ 建 築 会 館  （ 東 京 ・ 田 町 ） 
※ 午前 10 時より （9 時 30 分 受付開始）午後 5 時閉会 
※ 当日会費：正会員 15,000 円：特別会員・終身会員 10,000 円：非会員 20,000 円 
       準会員･臨床研修医 5,000 円（事前登録についてはパンフレットをご覧ください） 

 
 
［ 建築会館 （東京・港区） ］ 

      〒108-8414 東京都港区芝 5-26-20 ℡03-3769-2977(当日ホール直通) 

✽ＪＲ山手線・京浜東北線   田町駅 （徒歩 3 分） 
✽都営地下鉄浅草線・三田線  三田駅 （徒歩 3 分） 

✽駐車場はございません 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

✽宿泊される方は、各自でお早めにご予約下さい。 

 

 

※ 出欠のご連絡は、昼食の用意などの人数確認の為 ３月２９日(金)まで にお願いいたしま

す。 

 

 

 

 

2026 年の開催予定  
 総会 4 ⽉ 12 ⽇（⽇）建築会館 



 
 
開 催 日：2025 年 11 月 9 日（日） 
司  会：古森 喬 理事 
開会挨拶：勝 沼  稔 会長 

 
９：３０ 受付開始 

１０：００ 教育講演                                        
「 マルチ・ブラケットでの仕上げと撤去から保定へ 」 

－作った歯列・咬合の安定を維持させるために、どの時点で何を考え、何をしていくのか－ 
当会顧問     

                        各 務  肇 先生 
１２：００ 昼食 
 
 
１３：００ 特別講演 Ⅰ                           座長：川 本 達 雄 顧問 
            「 歯列矯正治療における多数歯先天性欠如の臨床 」 

カノミ矯正歯科クリニック（兵庫県姫路市） 
                          嘉ノ海 龍三 先生 

１４：４５ コーヒーブレイク 
 

１５：００ 特別講演 Ⅱ                           座長：山 口 秀 晴 顧問 
            「 舌小帯強直症に対する外科的アプローチ 」 

順天堂大学医学部附属病院歯科口腔外科部長 
生 木 俊 輔 先生     

 
１６：００ 会員発表 １                             座長：勝 沼 稔 会長 
      「 子どもの成長に合わせた不正咬合から正常咬合への治療経過報告 」 

                     当会会員（京都府京都市） 
 馬 渕 隆 史 先生 

 
１６：３０ 会員発表 ２                            
      「 ヘッドセラピーと矯正のフュージョン」 
       （あなたのその頭痛、ヘッドセラピーで治るかも） 

                     当会会員（広島県東広島市） 
 宗 近 宏 子 先生 

 
         
 
１７：００ 閉会挨拶：赤沼 岩男 副会長 

 

 



教育講演について：各務 肇 先⽣の追加抄録 
 

「 マルチ・ブラケットでの仕上げと撤去から保定へ 」 
−作った⻭列・咬合の安定を維持させるために、どの時点で何を考え、何をしていくのか− 

 
 

我々グループでの咬合の仕上げは、審美だけでなく、咬合の不正から起こる身体的、精

神・神経的などの不定愁訴について、舌の部屋と酸素の関係を考えた健康、そしてその維持

のための全てを考えての矯正である。 
 歯列は臼歯の垂直咬合で、出来上がった。犬歯のⅠ級咬合と下顎運動の犬歯誘導も確認で

きた。あとは必要な場所を形態修正しながらのバイト・チェックである。 
 今回は、このあたりから、保定終了までの行程の中で、何を考え、何をしていくのか、平

均的な症例での話をします。 
 
 Ａ．混合⻭列期から始めた症例で、第⼆⼤⾅⻭萌出前または萌出中に第⼀⼤⾅⻭より前⽅ 

の⻭列・咬合が完成した場合の症例について 
 Ｂ．⻭列・咬合が完成した時点で、第⼆⼤⾅⻭の咬合も完成している症例について 
 
～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

ＡとＢで、下記についての色々な順番やタイミング、方法が異なります。 
～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

 
○ 不正なバンドはいつ撤去するのか 
○ 形態修正とバイト・チェックの時期 
○ 形態修正とバイト・チェックの主な場所 
○ 保定装置製作のための印象はいつ採得するのか？ 
○ 印象採得の際の注意点 
○ 上顎での保定装置はどう考えるのか？ 
○ 上顎での保定装置の大臼歯へのクラスプの位置の決め方（症例による） 
○ 下顎での保定装置は、何を考えた装置なのか？ 
○ マルチ・ブラケット撤去前の患者への再確認事項 
○ マルチ・ブラケット撤去直前の前歯咬合の再確認とは？ 
○ マルチ・ブラケット撤去後の保定装置に対する患者への注意事項 
○ 保定装置装着 4～8 週間後の咬合確認法と、その後の装置使用時間の説明と、装置の調整 
○ 保定装置使用後の来院期間と、使用法の変更や撤去時期などについて 
○ Ａ症例についての３ＤＬｉでの保定の話 
○ 第二大臼歯不正萌出を Extender で修正する際、前方アーチの位置を変えるのは何のため？ 
  （主にＡ症例） 
○ 第二大臼歯不正萌出を Extender で修正する場合、上下犬歯に Upp&Down の顎間ゴムを 

使用してもらうのは、どんな症例（ＡとＢの中間症例など） 
 
 垂直咬合での舌の部屋を維持させるため、注意点がたくさんありますが、今回終わらなけ

れば、（その２）として来年４月の続きを考えています。 
 少しでも参考にしてください。 



 

ＪＯＳＧ学術大会 

症例発表（模型展示・ポスター展示）のお願い 

 

学術大会（総会・例会）で展示する症例発表（模型展示・ポスター展示）を募集しております。 

これまでの臨床での知見や症例、経験など、発表を希望される会員の先生は、下記の発表形式にな

っておりますので、ぜひご応募ください。 

記 

発表形式予定 

ポスター展示：ホワイトボード使用 

模型展示：テーブル使用 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
             
◆ 会員発表者には当会から感謝状を授与させていただいております 

◆ 認定医申請・更新のためのポイントにもなります 

・ 症例展示 ・・・ ５ポイント（1 症例につき） 

・ 会誌掲載 ・・・ ７ポイント  

◆ 学術委員長 三村 まで発表の内容等をご連絡下さい 

◆ 応募締切（開催日の 2 か月前） 

    例会（11/９開催）・・・  ９月 1０日（水）※終了 

    総会（ 4/12 開催）・・・   ２月 12 日（木） 

 

 

                                 JOSG 学術委員長 

三村歯科医院 三村 善郎       

京都府京都市伏見区淀新町２０ 

TEL: 075-631-2267 

FAX: 075-631-2299 

Mail: mimura-y@mimura-dc.com 

(展示面) 

ホワイトボード 1800×900 

テ ー ブ ル    1800×450 

（単位㎜） 

mailto:mimura-y@mimura-dc.com

